
自己評価票 大多喜城分館

自己
評価

総合
評価

自己評価

達成 4 A 達成 達成値≧75％ 4

ほぼ達成 3 B ほぼ達成 達成値≧65% 3

やや不十分 2 C やや不十分 達成値≧50% 2

不十分 1 D 不十分 達成値＜50% 1

値の説明 数値

令和元年度実績

資料総点数

○○年度実績

館設定○○年度の目標

○○年度実績

館設定○○年度の目標

令和元年度実績 7件

前年度実績 7件

令和元年度実績 2件

前年度実績 2件

令和元年度実績 22件

前年度実績 25件

令和元年度実績 4件

前年度実績 16件

○○年度実績

館設定○○年度の目標

○○年度実績

前年度実績

目標値＜50％

分類 大項目 中項目
小　　項　　目 達成

状況

千葉県立博物館の事業に係る自己評価票（令和元年度事業）

達成度（数値達成度のめやす） 満足度欄の達成度

目標値≧100％

目標値≧80％

目標値≧50％

総合
評価

備考
　上段：達成値　下段：目標値

Ⅰ

収蔵資料
の整理・保
存有効活
用・調査研

究

収蔵資料

1 博物館資料の受入等

収蔵資料
の有効活
用

4 館外貸出（外部機関等展示等） 4

A

平成30年9月以降資料の新
規受入を停止

2 資料の情報化・公開実績

3

5 館内利用（学術調査等） 4

6
著作物資料への利用（出版物掲載
等）

3

大項目Ⅰの総合評価（Ａ～Ｄ） B

企画展における調査先を厳
選したため、30年度より減と
なった。

8
共同調査事業件
数

件数調査研究

7 調査事業件数 件数 1

D

9
研究成果の公開
状況

論文研究報告

博物館コメント 県立博物館の今後のあり方を踏まえ、資料収集を停止している。
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自己評価票 大多喜城分館

値の説明 数値
分類 大項目 中項目

小　　項　　目 達成
状況

総合
評価

備考
　上段：達成値　下段：目標値

令和元年度実績 62,419人

前年度実績 77,362人

令和元年度実績 7,006人

前年度実績 11,578人

○○年度実績

館設定○○年度の目標

令和元年度実績 3回

前年度実績 3回

令和元年度実績 1回

前年度実績 1回

令和元年度実績 2回

前年度実績 2回

令和元年度実績 70%

前年度実績 85%

○○年度実績

館設定○○年度の目標

令和元年度実績 43回

前年度実績 45回

令和元年度実績 28038 回

館設定○○年度の目標 28000回

令和元年度実績 11件

前年度実績 13件

Ⅱ
入館者数
と来館者
の満足度

来館状況

1 博物館 入館者数 3

B

3

企画展（事業名）

入館者数

総合的な
満足度

7 博物館

秋季における悪天候により入
館者が減少した。コロナウィ
ルス感染拡大防止のため、3
月3日以降休館。

2

企画展「鉄砲のあ
ゆみ」

入館者数 2

開催期間が悪天候と重なり、
入館者の減少となった。

A

6 トピックス展等 実施回数 4

展示の充
実

8

企画展「鉄砲のあ
ゆみ」 令和元年度実績 78% 4

5

企画展「鉄砲のあ
ゆみ」

実施回数 4

4 常設展示 更新回数 4

9 トピックス展等 ○○年度実績

アンケート満足度
「とっても良かった」
＋「良かった」の割
合

○○年度実績

A

大項目Ⅲの総合評価（Ａ～D） C

博物館コメント 入館者の減少により入場料収入の減額となった。

Ⅲ
財源の確

保

大項目Ⅱの総合評価（Ａ～D） A

博物館コメント 秋季における悪天候及び3月の臨時休館が入館者の減少につながった。

2

C

外部資金 2 外部資金の獲得 件数

入場料 1 入場料収入 達成率

3

B2 HPでの利用状況 アクセス数 4

1 HP等の情報発信 アップ数

3
報道機関への情
報発信

取材件数 3

博物館コメント

Ⅳ
広報活動
の積極的
な展開

広報情報
発信

大項目Ⅳの総合評価（Ａ～D） B
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自己評価票 大多喜城分館

値の説明 数値
分類 大項目 中項目

小　　項　　目 達成
状況

総合
評価

備考
　上段：達成値　下段：目標値

令和元年度実績 52校

前年度実績 17校

令和元年度実績 2337人

前年度実績 1114人

令和元年度実績 1361人

前年度実績 967人

令和元年度実績 4校

前年度実績 9校

令和元年度実績 582人

前年度実績 370人

令和元年度実績 3団体

前年度実績 9団体

令和元年度実績 3回

前年度実績 9回

令和元年度実績 8537人

前年度実績 2649人

○○年度実績

館設定○○年度の目標

令和元年度実績

前年度実績

Ⅴ

学校及び
地域（関係
団体）との
連携・協働

学校との
連携

1

学校利用受入

学校数 4

B3 生徒・児童 入館者数 4

地域関係
団体との

連携

6

連携・共催（大
学、NPO等）

団体数 1

C

さくらまつりは30年度末に実
施、お城まつりは台風接近に
つき中止。

4
博学連携（幼小中
高への出前講座
等）

学校数 1

30年度は臨時休館中に出前
授業を行っており、元年度は
その分減っている。

5 利用者数 4

2 入館者数 4

7

9 友の会活動 利用人数

利用回数 1

8 利用者数 4

一宮町との共催事業として特
別公開「玉前神社・一宮町の
宝物」を開催

大項目Ⅴの総合評価（Ａ～D） B

博物館コメント お城まつりは台風接近のため中止となったが、一宮町との共催展に多くの入館者があった。

10 ボランティア活動 活動延人数
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自己評価票 大多喜城分館

値の説明 数値
分類 大項目 中項目

小　　項　　目 達成
状況

総合
評価

備考
　上段：達成値　下段：目標値

令和元年度実績 12人

前年度実績 24人

令和元年度実績 12人

前年度実績 25人

令和元年度実績 8人

前年度実績 5人

令和元年度実績 131人

募集員数 100人

○○年度実績

前年度実績

○○年度実績

募集員数

令和元年度実績 231人

前年度実績 286人

○○年度実績

前年度実績

○○年度実績

○○年度実績

○○年度実績

○○年度実績

○○年度実績

○○年度実績

○○年度実績

○○年度実績

○○年度実績

館○○年度の目標

3 歴史教室 参加者数 4

参加者数 2

C2

博物館セミ
ナー「古文
書解読・歴
史学講座」

参加者数 1

1

講座

博物館セミ
ナー「大多
喜を学ぶ」

6 ○○○○ 参加者数

参加者数 4

A

コロナウィルス感染拡大防止
のため１回中止

5 ○○○○ 参加者数

4

体験
教室

甲冑、小
袖、裃の
試着

8 ○○○○ 参加者数

企画展関連事業 参加者数 3

B

前年度とは実施内容が異な
る

7

総合的な
満足度

9

講座

○○○○

満足度「とっても良
かった」＋「良かっ
た」の割合

11 ○○○○

14

15 ○○○○

満足度「とっても良
かった」＋「良かっ
た」の割合

12

体験
教室

○○○○

満足度「とっても良
かった」＋「良かっ
た」の割合

13

10 ○○○○

○○○○

大項目Ⅵの総合評価（Ａ～D） B

利用状況 17
相談件数
（来館、メール、電話
等）

利用件数

Ⅵ
教育・普及

活動

来館状況

16 ○○○○

○○○○

博物館コメント 講座については、県内各地で同様のものが開催されているため、館としての特色を出す必要がある。
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自己評価票 大多喜城分館

値の説明 数値
分類 大項目 中項目

小　　項　　目 達成
状況

総合
評価

備考
　上段：達成値　下段：目標値

○○年度実績

館設定○○年度の目標

令和元年度実績

前年度実績

○○年度実績

館設定○○年度の目標

○○年度実績

館設定○○年度の目標

○○年度実績

館の計画

元年度年度実績 3回

館の計画 3回

令和元年度実績 76団体

前年度実績 74団体

令和元年度実績 2744人

前年度実績 2703人

令和元年度実績 24団体

前年度実績 24団体

令和元年度実績 1288人

前年度実績 1210人

2 教員等の研修

Ⅶ
人材育成
と安全管

理

実習
研修

1 博物館実習

3 職場体験

4 インターンシップ

博物館コメント 建物の耐震強度不足のため、避難訓練等は積極的に行っている。実習研修は対応する職員が少ないことから積極的な受入は行っていない。

6 防災訓練実施等 実施回数 4

安全管理

5 研修会の開催 実施回数

A

Ⅷ
観光資源
としての活

用
観光連携

1

県外来館団体入込

4

大項目Ⅶの総合評価（Ａ～D） A

4 4

A

2 4

3

外国人来館入込

4

総合評価（Ａ～D）　　［各達成度の平均］ B

総合評価と次年
度への対策

近隣の観光施設との連携を深めるとともに、特色のある事業を展開していく必要がある。

大項目Ⅷの総合評価（Ａ～D） A

博物館コメント 県外からの観光客を多く受け入れていることが特筆される。
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